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 北広島市エルフィンロードに入るために、自転車の

駅に集合し、散策を開始しました。天候にも恵まれ絶

好の採集日和となりました。 

 

 講師の畠さんのお話によると、カブトムシはミズナラ

やハルニレの木によくいるということです。実際に、そ

れらの木の観察方法を教えていただきました。 

  北広島市で見られるカブトムシ・クワガタムシの種類

は「カブトムシ」「ノコギリクワガタ」「ミヤマクワガタ」「コク

ワガタ」「アカアシクワガタ」「スジクワガタ」「ツヤハダク

ワガタ」「オニクワガタ」だそうです。今回の研修では、

カブトムシが多く見られました。 

 カブトムシ・クワガタムシは比較的木の高いところで

見られました。講師の方が持参した３ｍ以上にも伸び

る虫捕り網を使い、虫捕りをしていきました。虫捕り網

の扱い方や、虫捕り網を扱う人と下で受ける人といっ

たチームワークについて学ぶことができました。 

 

 子どもたちが捕ったカブトムシです。大人も子どもも

真剣に虫を探していました。 


